
市民との意見交換会取りまとめシート

開催地区： 祖東 中学校区 開催場所：： 祖母懐公民館

開 催 日 ： 平成３１年１月１８日（金） 開催時間：：午後７時～午後８時３０分

出席議員： 参加人数：： 30人
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イノシシ対策について

小中一貫校　および一貫教育 小中一貫教育

鳥獣被害について

鳥獣被害について

教育行政について 教育長の辞職の件

小中一貫教育

小中一貫教育

小中一貫教育

小中一貫教育

通学路

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

藤井・宮薗・伊藤・高桑・原田・冨田

庭先まできています

項番 中分類 小分類 発言の背景・意図 優先項目

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

鳥獣被害について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

イノシシ対策について

猪が多い

赤津地区で農作業をしていますが、金網等を

張っていますが本当にこまっています。

先週夕方６時古瀬戸保育園前に猪が出た。

部活下校時危険。

イノシシがたくさん民家まで出てきて、困っている。

イノシシ対策

遠距離の子供へバスの配慮をお願いします。

猪が出る。

にじの丘学園、拝戸の通学路・山道・

女の子の独り歩き・猪の出没

古瀬戸地区にも出ています。通学路にも出ています。

家の周りでも出ています。

全容の解明をしてほしい。

野良猫対策 野良猫対策。市は何もしない。去勢費用等は。

小中一貫校が決定し

未だに教育プログラムが未定

危険個所を低学年が歩くのは問題

教育長不在がとても心配

今までの信頼が。

幼稚園、保育園での説明。

瀬戸市の特徴ある教育の基本原を則知育、徳育、体育とす

べし。

小中一貫教育

小中一貫教育

小中一貫教育

今後の一貫校の進め方。各意見の計画通りなのか。

体育館は小中それぞれあるのか。

小中一貫校の周知不足。

通学路・距離は・道路整備は

小中一貫校の教育内容。
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開 催 日 ： 平成３１年１月１８日（金） 開催時間：：午後７時～午後８時３０分
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小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

通学路

通学路

通学路

通学路

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

道路整備・インフラ整備

道路整備・インフラ整備

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

跡地

跡地

跡地

通学路

通学路

通学路

小中一貫校　通学バス

小中一貫校　通学バス

小中一貫校　通学バス

小中一貫校　および一貫教育

小中一貫校　および一貫教育

スクールバスで通う人員はどれほどなのか。

通学バスの費用。

通学路を検討すべし。

通学問題。東明、古瀬戸、祖母懐それぞれ。

通学路の安全確保。

通学路が国道に面しているところが多い。歩道に乗り上げた

ときに逃げ場がない。対策を。

スクールゾーンの設定。

にじの丘学園への通学路の安全対策は

ガードレールの設置

地域内の道路は幅が狭く、今でも通学・通勤の道になって

おり、改善してもらわないと大変危険。

公共施設の耐震化

全員スクールバスにして。

一貫校に遠方から通学する生徒児童の路線バス一部料金負

担は疑問。

道路整備

道路整備

小中一貫校　通学バス

小中一貫校　通学バス

小中一貫校　通学バス

跡地

跡地

東明小学校の体育館をスポーツリクレーションの地域拠点

としての機能をの持たせてほしい。

東明小学校の閉校後の使用方法について

図書館の分室のような機能を持たせてほしい。

小学校の跡地は防災所

小中一貫校は、瀬戸市の方針で行なうのであるから、無料

のスクールバスではないのか。

スクールバスの停車場所は。公民館前なのか。

生活道路が狭すぎて、救急車が入れないところがある。

跡地利用についてどのように思っているのか。

八王子児童遊園の隣接道路の開通の目途は。
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瀬戸のまちの将来

瀬戸のまちの将来

瀬戸のまちの将来

公共施設

瀬戸を住みやすい町にするために

瀬戸を住みやすい町にするために

瀬戸を住みやすい町にするために

保育

高齢者福祉

高齢者福祉

高齢者福祉

高齢者支援

高齢者支援

高齢者支援

地域力

地域力

公共施設

防犯灯

ごみ収集 ゴミの収集方法について

公共交通

コミュニティバス

コミュニティバス

高齢者福祉

塩草町地内における防犯灯増設について。

防災
防災力は自助が一番大切。備蓄も必要だが、「自分の命は

自分で守る」を基本に広めるべき。

東部地区の開発を積極的に推進する。

空き家、空き地が多い。

道路整備

道路整備

インフラ

インフラ

インフラ

アクセス。

コミュニティバスを走らせる。

地域包括支援センターの充実 介護保健の申請～認定までにすごく時間がかかる。

０歳児の受け皿となる保育園が少ない。

川の中の雑草を除去しきれいな川にする公園裏の竹藪が台

風で倒れて見苦しいごみを道路脇に捨てて行く人がいる。

道路整備・インフラ整備

道路整備・インフラ整備

道路整備・インフラ整備

道路整備・インフラ整備

道路整備・インフラ整備

公共交通

２つのインターの活用

瀬戸の将来像は？

ベットタウン・企業誘致・自然を活かした街

どの方向へ

ごみ減量のことを考えて、ゴミ置き場のルールを守らせて欲

しい。

パルティ パルティの建設費60億は高すぎる。瀬戸蔵は40億。

児童館について 児童館を老人施設と併設だ建設してはどうか。

高齢化対策・交通（バス）の充実・健康対策・

買い物の手助け

空家対策ほどうするのか

事故が起きたら考えるように感じられる。

少子高齢化対策を市・議会がどう考えているのか。

高齢者だけになってしまい、今後の生活が心配である。

歩道のない幹線が多い・県道・市道の草刈がされていな

い・公園の整備・行き止まりの路が多い

155号線の歩道整備。

保育施設充実
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市議会

市議会

市議会

瀬戸を住みやすい町にするために

瀬戸を住みやすい町にするために

瀬戸のまちの将来

瀬戸のまちの将来

瀬戸のまちの将来

瀬戸のまちの将来

議員定数

瀬戸を住みやすい町にするために

瀬戸を住みやすい町にするために

行政

行政

住みにくい街、長久手は上位

広報の表記のありかたが、意図的になっている。

議員定数の削減・少子高齢化に伴う納税者減少に

対しての施策は。趣旨説明の時間を十分にあてる。

人口減少、にじの丘学園も将来各１学年１クラスになるの

では。

衰退しているせと物祭りはどうするのか

人件費
職員の人件費　県内市町村の中、税収下から二番目。人件

費が上から二番目とは、よろしくない。

意見箱　市長への意見 ネットでも意見を受け付けが出来るようにしてほしい。

議会への意見 市議会議員議員の皆様ご苦労様です。

今後もせとものの町で行くのか

高級陶器でいくのか

広報のあり方について


